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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
の
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
よ
ろ
こ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
か
ら
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
、
い
つ
何
時
で
も
、
災

害
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

「
芦あ
し
や
あ
ら
れ
じ
し
ん
な
り
が
ま

屋
霰
地
真
形
釜
」
が
帰
郷
を
果
た
し
、

芦
屋
釜
の
里
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
室
町

時
代
の
美
意
識
が
残
る
最
高
峰
の
茶
の
湯
釜

を
見
に
、
芦
屋
釜
の
里
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
、
芦
屋
町
は
「
第
６
次
総

合
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
が
の
び
の
び
と
育
つ
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
未
就
学
児
の
保
育
料

の
無
償
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
、
芦
屋
東
小
学
校
の
大
規
模
改
修
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
活
力
あ
る
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
、
芦
屋
港
活
性
化
推
進
事
業
を
福
岡

県
と
も
連
携
し
て
引
き
続
き
進
め
て
お

り
、
福
岡
県
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
中
の

開
業
を
目
指
し
た
魚
釣
り
施
設
と
ボ
ー
ト

パ
ー
ク
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
魚
見
公

園
の
整
備
を
行
い
、「
海
」
を
は
じ
め
と

す
る
芦
屋
町
の
資
源
を
生
か
す
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
決
算
で
10
億
４
０
０
万
円

を
一
般
会
計
に
繰
り
出
し
た
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
事
業
は
、
好
調
を
維
持
し
て
お
り
、
本

年
も
町
へ
の
大
き
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
町
の
歴
史
、
文
化
、
地
域
資
源
を
こ
れ

か
ら
も
守
り
育
て
、
未
来
に
つ
な
が
る
よ

う
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
賜
り
な

が
ら
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
皆
さ
ま
が
健
康
的
で

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
る
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

人
を
育
み 

未
来
に
つ
な
ぐ 

あ
し
や
ま
ち

年
頭
の
あ
い
さ
つ 　
芦
屋
町
長　

波
多
野
茂
丸
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アメリカ
スー・マクグリューさん

あしや砂像展2022

あしや砂像展2024あしや砂像展2024
時時
と きと き

空空を超えて　音楽　世界の音楽を訪ねてを超えて　音楽　世界の音楽を訪ねて

中国
ワン・ジエさん

日本

廣
ひろおか

岡 佳
けい

さん

アイルランド
ファーガス・マルバニーさん

オランダ
マリエレ・ヒーセルスさん

イタリア
レオナルド・ウゴリニさん

日本

大
だいくぞの

工園 昭
あきのり

則さん

日本

茶
ちゃえん

圓 勝
かつひこ

彦さん

　あしや砂像展 2024は、2024年が「モルダウ」で有名な『スメタナ』の生誕 200年や「惑星」で有名な『ホルスト』の生誕 150年など、
音楽の節目となることが多い年であったため、「音楽」をテーマに10月 25日～ 11月 10日まで開催予定としていました。
　大雨の影響により、残念ながら期間途中で開催中止となってしまいましたが、直接会場に来ることができなかった皆さまも、国内外
の制作者が制作した砂像の数々を見てみてください。

　世界屈指の砂像展示プロデューサ
ー。砂像イベントの企画立案・監督
等総合的にプロデュースを行う。
　日本で数少ないプロの砂像彫刻家
としても活躍中。

あしや砂像展プロデューサー 海外・国内作家と作品

日本

大
だいくぞの

工園 望
のぞむ

さん

カナダ
カーレン・フラリックさん

広報あしや　2025.1 ④

ロシア
ニコライ・トルコフさん



あしや砂像展2024の様子

国内交流ゾーン作品
芦屋町砂像連盟

九州産業大学造形短期大学部

福岡教育大学

八幡中央高等学校芸術コース

芦屋中学校美術部

九州産業大学造形短期大学部

福岡教育大学

日本砂像連盟黒潮支部

九州産業大学造形短期大学部

九州産業大学造形短期大学部

北筑高等学校美術部

日本砂像連盟加世田本部（表）

九州産業大学造形短期大学部

航空自衛隊芦屋基地交友会

八幡南高等学校美術部

日本砂像連盟加世田本部 (裏 )
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学校教育の発展に貢献学校教育の発展に貢献
� 11 月 14日　全国学校体育研究功労表彰
　第 63回全国学校体育研究大会において、芦屋東小学校の石橋勝

かつし
志校

長がスポーツ庁より全国学校体育研究功労表彰を受賞されました。
　石橋校長は「全国表彰に恐縮するばかりです。これからも芦屋町を
はじめ、多くのこどもたちが夢や志を持ち続けながら生涯にわたり豊
かなスポーツを楽しむことができるよう、体育科学習や体育環境など
を微力ながら支援していきたいと思います」と話していました。

� 10 月 30日　園遊会
波多野町長が園遊会に出席波多野町長が園遊会に出席

 11 月８日　令和６年度芦屋町功労表彰式
永年にわたり町政の振興や発展に貢献永年にわたり町政の振興や発展に貢献

　秋晴れの下、赤
あかさかぎょえん

坂御苑で行われた秋の園遊会に波多野茂丸町長と妻の波
多野千

ちふみ

文さんが出席されました。園遊会は、天皇皇后両陛下の主催で、毎
年春と秋に行われ、各界の功労者とその配偶者が招待される会です。波多
野町長は長きにわたって町長を務められている功績が認められ招待され
ました。今回の秋の園遊会への招待者は配偶者を含め 1900 人余り。全国
926 の町村長からは波多野町長を含め９人が招待されました。

　あなたの周りで起きた出来事や楽しい話
題、イベントなどの身近な情報をお待ちし
ています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

芦屋町の空の祭典芦屋町の空の祭典
� 10 月６日　航空自衛隊芦屋基地航空祭
　航空自衛隊芦屋基地で航空祭が行われ、約
２万人の観客が訪れました。今年はスケジュ
ールの都合によりブルーインパルスの飛行展
示はありませんでしたが、T- ４コックピッ
ト展示が開場後すぐに 60分待ちになるなど、
多くの来場者で盛り上がりました。

　令和６年度芦屋町功労表彰式が役場で行われました。表
彰されたのは、芦屋町都市計画審議会委員として貢献され
た藤崎英

ひでき
毅さん、吉永武

たけし
さん、芦屋町消防団員として貢献

された長野将
まさひろ
広さん、芦屋町スポーツ推進委員として貢献

された信
のぶくにひろし
国浩さんの４人です。

※写真は、表彰式に出席された藤崎英毅さん。
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芦屋町の文化を楽しむ芦屋町の文化を楽しむ
� 10 月 26 日、27 日、11 月３日　あしや文化祭
　あしや文化祭が行われました。10月 26 日、27日は中央公民館で水墨画、生け花
などの作品展示のほか、チャリティー即売会や芦屋中学校茶道部による呈茶などが行
われ、11月 3日には芦屋釜の里で文化祭茶会、町民会館で歌と踊りのつどいが行わ
れました。文化祭茶会では、特別に立

りゅうれい

礼席でお点
てまえ

前が見られるようになっており、訪
れた皆さんは美しい茶器に見入っていました。歌と踊りのつどいでは、フラダンスや
詩吟、大正琴、芦屋中学校吹奏楽部による演奏などがあり、３日間をとおして世代を
超えた文化交流が図られていました。

たわわに実る稲穂がたくさん！たわわに実る稲穂がたくさん！
� 10 月 11日　３小学校稲作体験学習
　6月に植えた緑色の稲が黄金色の実を付け大きく育った田んぼで、町内
３小学校５年生による稲作体験学習が行われました。田んぼには、鎌で
稲を刈る「ザクッ、ザクッ」という音や JA北九青年部（芦屋支所）がこ
どもたちに教えている声、「稲を刈るの難しい」「たくさん刈れた！」と
いう声が響いていました。両手で抱えきれないほどたくさんの稲を刈っ
たこどもたちの顔はたくさんの笑顔で溢れていました。

� 10 月 31日　長寿園芋ほり
あった！あった！大きいいもあった！あった！あった！大きいいもあった！

　山鹿の長寿園で芋ほりが行われ、町内の幼稚園、保育園の園児やその保護者など
100 人を超える人たちが広大な芋畑に出かけました。老人クラブ連合会の皆さん
が夏の暑い時期から手間暇かけて育てたサツマイモを収穫します。「あった！ここ
にもあった！」と掘った芋をうれしそうに見せ合うみんなの姿に、老人クラブの皆
さんの顔にもにっこり優しい笑顔が浮かんでいました。
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第
39
回
芦
屋
町
長
杯
争
奪

少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

令
和
6
年
10
月
20

日
、
27
日
、
11
月
3
日

の
3
日
間
、
芦
屋
町

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
を
会
場
と
し

て
、「
第
39
回
芦
屋
町

長
杯
争
奪
少
年
野
球
大

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
に
は
、
県
内
や
隣
の
山
口
県

か
ら
総
勢
30
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
芦
屋

町
か
ら
は
芦
屋
ビ
ッ
グ
ド
リ
ー
ム
と
山
鹿
ビ

ク
ト
リ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
昨
年
度
優
勝
の

照て
り
は葉
ハ
ン
タ
ー
ズ
（
福
岡
市
東
区
）
と
伊い

さ左

座ざ

ヤ
ン
キ
ー
ス（
遠
賀
郡
水
巻
町
）で
行
わ
れ
、

７

－

６
の
僅
差
で
照
葉
ハ
ン
タ
ー
ズ
が
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

▽
結
果

【
優
勝
】
照
葉
ハ
ン
タ
ー
ズ

【
準
優
勝
】
伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス

【
３
位
】�

猪い
の
く
ま熊
ベ
ア
ー
ズ
、
岡
垣
ラ
イ
ナ
ー
ズ

東
京
芦
屋
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

東
京
芦
屋
会
は
、
芦
屋
町
出
身
者
を
中
心

に
、
関
東
在
住
者
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
懇

親
会
な
ど
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
芦
屋
町
の
思

い
出
を
語
ら
い
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
芦
屋
町
の
様
子
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
は
、
芦
屋
町
出
身
者
や
両
親
が
芦
屋

町
出
身
、
芦
屋
町
に
縁
の
あ
る
人
の
ほ
か
、

芦
屋
町
を
応
援
し
た
い
人
も
歓
迎
で
す
。
関

東
在
住
の
親
戚
や
知
り
合
い
が
い
ま
し
た
ら
、

東
京
芦
屋
会
の
こ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
会
の
受
け
付
け
は
、
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
東
京
芦
屋
会

事
務
局
担
当�

井
上

高
次
脳
機
能
障
が
い
家
族
交
流
会

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
の
こ
と
や
当
事
者
と

の
接
し
方
の
理
解
を
深
め
た
り
、
高
次
脳
機

能
障
が
い
者
の
家
族
同
士
で
話
し
合
っ
て
心

の
負
担
を
軽
減
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
交
流
会
で
す
。

▽�
と
き　
１
月
29
日
水
・
午
後
２
時
～
３
時

30
分

▽�
と
こ
ろ　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市

原
町
）

▽�

対
象　
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族
や

支
援
に
携
わ
る
人

▽�

定
員　
10
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※�

予
約
制
の
た
め
、
必
ず
事
前
に
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
福
岡
市
立
心
身
障
が
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
高
次

脳
機
能
障
が
い
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０

９
２
〉
４
０
６
‐
２
４
５
５
）

調
理
師
は
２
年
ご
と
に

届
出
が
必
要
で
す

　

調
理
師
免
許
を
持
っ
て

い
て
調
理
の
仕
事
を
し
て

い
る
人
は
、
２
年
ご
と
に

12
月
31
日
現
在
に
お
け
る

氏
名
や
住
所
な
ど
を
届
け

出
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
期

限
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�
届
出
期
間　
電
子
申
請
＝
１
月
１
日
水
～

15
日
水
、
郵
送
ま
た
は
持
参
＝
１
月
６
日

月
～
15
日
水

▽�
届
出
先　

原
則
と
し

て
、
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
に

よ
る
届
出

※�

電
子
申
請
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
所
定

の
用
紙
を
就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

所
定
の
用
紙
は
、
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課
健
康
増
進

係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
３
６
‐
２
３
６
６
）

高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

　

職
場
や
地
域
で
活
躍

し
た
い
、
社
会
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
、
そ

ん
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
後
押
し
す
る
た
め
の

合
同
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
企
業
の
担
当
者
か

ら
、
直
接
、
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�
と
き　
１
月
29
日
水

①
午
前
11
時
20
分
～
午
後
１
時

②
午
後
1
時
50
分
～
３
時
30
分

▽�
と
こ
ろ　

Ａえ

い

む
Ｉ
Ｍ
ビ
ル
３
階
D
展
示
場

（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

※
履
歴
書
は
要
り
ま
せ
ん
。
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【一般書】
華
はな
の蔦

つたじゅう
重 吉川　永

ながはる
青� 著

秋
あき ば
葉断層 佐々木　譲

じょう
� 著

人魚が逃げた 青山　美智子� 著
ひまわり 新

しんかわ
川　帆

ほたて
立� 著

【児童書】
カフェ・スノードーム 石井　睦

むつみ
美� 作

ワルイコいねが 安
あんどう
東　みきえ� 作

おせち 内田　有美� 作
ぼくがここに まど・みちお� 作
こいぬのがっこう きたむら�さとし�作

ゆびさきに魔法
　三浦　しをん　著

と　き 　　出　演・催　し　　
８日水 赤ちゃんおはなし会たっち
12 日日 にじの会
26 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

△ �

期間　１月 14日火～ 24日金
　すべての本を点検し、書架の整理をします。
　電子図書館は休館中も利用できます。
※�休館中の本や雑誌の返却は、図書館（中央公民館）
入口の返却ポスト（藤色）または、役場庁舎郵便局
側入口の返却ポスト（黄色）を利用してください。
ただし、ＣＤ・ＤＶＤは破損の恐れがあるため、必
ず開館後にカウンターへ返却してください。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�１日水～３日金、６日月、
　　　　　14日火～ 24日金、27日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん １月

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

蔵書点検のため休館します

　あなたのかわいいぬいぐるみに、夜の図書館で冒険や
おとまりをさせてみませんか。ぬいぐるみと一緒におは
なし会を楽しんだら、ぬいぐるみは図書館でおとまりをし
ます。帰ったらどんな冒険をしたのかお話ししてみてね。

▽ �とき　２月１日土～２日日

▽ �おはなし会　午前11時から約30分

▽ �お迎え　２日日・午後３時～６時
▽ �対象・定員　幼児～小学生・10人（事

前申し込み先着順）
▽ �申し込み　1月４日土から、図書館カウンターまた

は電話で受け付け

ぬいぐるみおとまり会

注目の一冊

　月島美
み さ
佐はネイルサロン『月

と星』を営むネイリストだ。爪
を美しく輝かせることで、日々
の暮らしに潤いと希望を宿ら
せる――ネイルの魔法を信じ
てコツコツ働く毎日である。そ
んな月島のもとには今日もさま
ざまなお客様がやって来る。
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あしや

健
幸な町すっきりした気持ちで

１年をスタートしよう！

　�　12月、１月はクリスマスや正月など楽しい時期です。一方で食べすぎや飲みすぎ、夜更かしをし
て朝起きる時間が遅くなるなど、生活や食事のリズムが崩れ、体内時計が乱れやすくなる時期でも
あります。これから始まる新しい１年をすっきりした気持ちでスタートするためにも、年末年始を楽
しみつつ体内時計を整える習慣へ切り替えていきましょう。
　　食事のリズムを整えるカギは朝食と夕食です。今回はそのポイントを紹介します。

▽ �問い合わせ　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）

　　体内時計を整えるために朝食を食べることは欠かせません。
　　朝食で特に取りたい栄養素は「炭水化物」と「たんぱく質」です。
　�　炭水化物はエネルギー源になりやすく、たんぱく質は体温を上げる働きがあります。また、それ
ぞれの栄養素を取ることで体内時計を整える作用が活発になり、活動的な 1日のスタートを切りや
すくなります。

　�　夕食の時間は遅くなってしまうと体内時計を狂わせてしまいます。午後 9時以降の食事や間食は
避けるようにしましょう。夕食から翌朝の朝食までの時間は 10時間以上空けると体内時計が整い
やすくなります。また、夜は体に脂肪をため込みやすい遺伝子が活性化することがわかっています。
食事の量は、朝食より極端に多くならないようにしましょう。朝食から夕食までの 1日の食事の時
間を 12時間にできると理想的です。
　�　午後９時までに食事を食べ終えるのが難しい場合は、夕方に「軽食」（主食）を取り、夜は「軽
めの食事」（主菜と副菜）に分ける、「分食」をおすすめします。

上手に分食を取り入れよう！ 
【夕方の軽食】
　炭水化物が中心のおにぎりやパンがオススメ。甘味が強いパンや油の多いパンは控えめに！

【軽めの食事】
　消化がよく、エネルギーを控えめにすることがポイント。油の多い食事や香辛料の多い食事は避けて！

朝食

朝にオススメ！食品　　　　　　炭水化物とたんぱく質の多い食品
ごはん、パン、いも類、豆類、卵、納豆・大豆製品、牛乳、豆乳など

夕食

夜にオススメ！食品　　　　　　食物繊維が多く、低脂質な食品
玄米、そば、野菜類（イモ類以外）、ナッツ、ヨーグルト、チーズなど
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　私は、戦争にとても関心があります。たくさん戦争のことを調べたり、広島の原爆ドームへ行き、そこの
資料館で戦時中の資料を見てきたりしました。見るもの全てが悲惨で、胸が苦しくなったのを覚えています。
　その中でも一番印象的だったのが、ほとんどがアメリカからの観光客で、昔の日本の悲惨な写真を見て、
泣いていたことです。元々は争っていた国の人たちなのに、今ではその人たちが日本に来て、自分たちの
国がした残酷な行為に涙している姿に釘付けになりました。絶対に二度と同じことが起こってはいけない。
国は関係なく、そこに居た日本人も、アメリカ人も同じ気持ちだったと思います。こうやって痛みを共有
できることが平和ということなんだと気づきました。
　私の家庭では、家族とお出かけに行ったり、楽しく笑って一日のことを話しながらおいしいご飯を食べ
たりして過ごしています。これは平和であるからこそで、もし、戦争があっていたら私はこんな幸せな暮
らしはできていません。
　私たちの多くは、平和な日常を当たり前に感じているかもしれません。しかし、過去には多くの人が戦
争で苦しみ、亡くなりました。そんな未来が来ないように、一人一人が思いやり、助け合い、明るい未来
が来るように努力しないといけないと思います。
　みんなが笑顔で楽しく過ごせる未来でありますように。

※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマに書いた作文で、提出された作文の中から芦屋町人権・
同和教育研究協議会が選考したものを掲載しています。

差別をなくすために��第 475 号

平和と戦争　　芦屋小学校６年　中村　仁
に な
南

芦屋町人権・同和教育研究協議会　
▷問い合わせ　社会教育係
（☎２２３‐３５４６）

　地域包括支援センターは、高齢者やその家族の身近な相談窓口です。
　高齢者の介護予防、保健、医療、福祉といったさまざまな相談に応じます。一人で悩みや不安を抱え
込まず気軽に相談してください。

　 � ▽ �問い合わせ　地域包括支援センター（高齢者支援係内�☎２２３‐３５８１）

高齢者の皆さんの
権利を守ります

●悪質な訪問販売の被害にあった
●お金の管理や契約をするのが不安
●虐待にあっている人がいる　など

２

さまざまな形で
高齢者の皆さんを支えます

●介護支援専門員への支援
●地域のネットワークづくり　など

４介護・福祉・医療のこと
何でも相談してください

●日頃の生活で困っていることがある
●心身の健康に不安がある
●最近もの忘れをする　など
※家族や地域の人も相談してください。

３

介護予防や日常生活を
支援します

●介護の方法や制度のことを知りたい
●身の回りのことに不安が出てきた
●「要支援」と認定された
●介護予防事業のことを知りたい　など

１

こんにちは！芦屋町地域包括支援センターです
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　会計年度任用職員とは、１年度内（４月１日～翌年３月 31日）で勤務する非常勤職員
です。町では、令和７年度の会計年度任用職員を下記のとおり募集します。応募する人は、
下記の表より希望する職種を１つ選び、申込書（写真貼付）を提出してください。

▽ �申し込み　１月 10日金～ 31日金・午後５時 15分までに人事係に申込書を提出（必着）

▽ �募集内容　下表のとおり

No. 職　種 勤務地 採用
人数 勤務形態（①時間・②日数など）

保険
報酬など 備　考

社会 雇用

１ 事務補助員
（議会事務）

役場
議会事務局 １人

①�午前９時～午後５時の間で
７時間
②週５日勤務（月～金）

有 有 日額7019円 パソコン操作
ができる人

２
事務補助員
（電算関係
事務）

役場
企画政策課 １人

①�午前９時～午後５時の間で
７時間
②週５日勤務（月～金）

有 有 日額7019円 パソコン操作
ができる人

３
事務補助員
（マイナンバー
事務）

役場住民課 １人
①�午前９時～午後５時の間で
７時間
②週５日勤務（月～金）

有 有 日額7019円 パソコン操作
ができる人

４ 事務補助員
（下水道事業）

役場
都市整備課 １人

①�午前９時 30 分～午後３時
30分の間で５時間
②週５日勤務（月～金）

有 有 日額5013円 パソコン操作
ができる人

５
事務・作業補助
員（環境・公園
係事務）

役場
環境住宅課 １人

①�午前９時～午後５時の間で
７時間
②週５日勤務（月～金）

有 有 日額7019円
普通自動車免許
を所有し、屋外
軽作業、パソコン
操作ができる人

６ 看護師
（介護予防事業）

各区の
公民館など ２人 ①�所属長が指示する時間

②所属長が指示する日 無 無 時給1278円 看護師免許を
所有する人

７
看護師
（乳幼児健診
など）

町民会館
など ４人

①�所属長が指示する時間で４時
間30分まで
②�所属長が指示する日（年36
日程度）

無 無 時給1278円 看護師免許を
所有する人

８
保健師
（乳幼児健診
など）

町民会館
など １人

①�午前 11時 30分～午後４時
30分
②�所属長が指示する日（年 26
日程度）

無 無 時給1309円 保健師免許を
所有する人

９ 保健師 役場健康・
こども課 １人

①�午前９時～午後４時の間の
６時間
②月 11日勤務

無 無 日額7859円 保健師免許を
所有する人

10 総合体育館等清掃・管理員 総合体育館 １人

①�午前８時 15 分～午後５時
の間で７時間、午後２時 15
分～午後 10時 15分の間で
７時間
②週５日勤務

有 有 日額7019円

普通自動車運転
免許を所有し、簡
易な営繕業務、
草刈り機を使った
作業ができる人

11 テニスコート管理員 テニスコート １人

①�午前８時～午後５時の間で
４時間 30 分、午後５時～
午後８時 30分
②�週３日勤務（５人による交
代勤務、シフト制）

無 無 時給1002円

12 ギャラリー作業補助員 中央公民館 １人
①�午前８時 30 分～午後５時
の間で４～７時間 30分
②�所属長が指示する日（年 47
日程度）

無 無 時給1002円

▽ �問い合わせ　人事係　（☎２２３‐３５７４）
会計年度任用職員を募集します
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No. 職　種 勤務地 採用
人数 勤務形態（①時間・②日数など）

保険
報酬など 備　考社会 雇用

13 学童クラブ指導補助員
各学童
クラブ ２人

①�午前７時30分～午後６時30
分の間で３時間 30 分～ 7時
間 15分
②�週４～５日勤務（月～土、シ
フト制）

有 有 時給1066円

14
学童クラブ
指導補助員
（要請日勤務）

各学童
クラブ １人

①�午前９時～午後６時 30 分の
間で３～ 7時間
②�所属長が指示する日（シフト
制）

無 無 時給1066円

15 小学校事務補助員 各小学校 １人

①�午前８時 15 分～午後５時の
間で７時間、８時 15 分～午
後０時 30分の間で４時間
②週５日勤務（月～金）
※�学校行事の場合は土日の勤務
あり

有 有 日額7019円 パソコン操作が
できる人

16 ICT 教育推進指導員
役場
学校教育課 １人

①�午前８時 30 分～午後５時の
間で７時間 30分
②週３日勤務（月～金）

有 有 県講師単価
教員免許を所有
し、ICT 教 育
や機器の活用に
知見のある人

17
特別支援学級
介助員
（７時間勤務）

各小学校 １人

①�午前８時15分～午後４時 30
分の間で７時間、８時15分～
午後０時30分の間で４時間
②週５日勤務（月～金）
※�学校行事の場合は土日の勤務
あり
※春・夏・冬休みを除く

有 有 時給1002円

18
特別支援学級
介助員
（５時間勤務）

各小学校 ２人

①�午前８時15 分～午後３時の
間で５時間、午前８時15分～
午後０時30分の間で４時間
②週５日勤務（月～金）
※�学校行事の場合は土日の勤務
あり
※春・夏・冬休みを除く

有 有 時給1002円

19
教育支援
センター
指導員

芦屋中学校 １人
①�午前８時15分～午後４時45
分の間で７時間 30分
②週４日勤務（月～金）

有 有 県講師単価 教員免許を所有
する人

20 特別警備員 役場財政課 １人
①�午前８時30分～午後５時15
分の間で７時間 45分
②週３日勤務

有 有 日額10942円 警察勤務の経験がある人

■�共通項目
※�試験内容は個人面接です。日程は担当課より連絡します。
※�地方公務員法第 16条に規定する欠格条項に該当する人は応募できません。
※�申込書は人事係に設置しています。また、町のホームページからダウンロードできます。
※�人事院勧告などの影響により、報酬金額が変更となる場合があります。
※�任用期間は、原則、令和７年４月１日～８年３月 31日です。
※�勤務成績が良好で、次年度も同様の職がある場合には、再度任用されることもあります（ただし 2回まで）。
また、採用はすべて条件付きのものとし、原則として採用後１カ月を良好な成績で勤務した時に正式採用と
なります。１カ月の勤務日数が15日に満たない場合は、15日を満たすまで条件付採用期間が延長されます。
※�期末手当や通勤手当相当分などは、条例などに定める条件に当てはまる場合に支給されます。
※地方公務員法の各規定（守秘義務、職務専念義務、懲戒処分など）が原則適用されます。
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ま
ち
の
施
設
の
休
み

●�

役
場

▽�

期
間　
令
和
６
年
12
月
28
日
土
～
１

月
５
日
日

●�

芦
屋
釜
の
里
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー

▽�

期
間　
令
和
６
年
12
月
28
日
土
～
１

月
３
日
金

●�
中
央
・
山
鹿
・
芦
屋
東
の
各
公
民
館
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
、
図
書
館
、
町

民
会
館
、
各
体
育
施
設

▽�

期
間　
令
和
６
年
12
月
29
日
日
～
１

月
３
日
金

●�

芦
屋
歴
史
の
里

▽�

期
間　
令
和
６
年
12
月
28
日
土
～
２

月
11
日
火
（
L
E
D
工
事
の
た
め
）

救
急
医
療
、ご
み
と
し
尿
の
収
集
、

交
通
機
関
の
年
末
年
始
ダ
イ
ヤ

　

詳
し
い
内
容
は
広
報
あ
し
や
12
月
号

の
16
・
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
歳
末
警
戒

　

空
気
が
乾
燥
し
や
す
い
こ
の
時
期
は

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火

災
予
防
の
啓
発
の
た
め
、
消
防
団
が
夜

間
巡
視
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
27
日
金
～
29
日
日
・
午

後
7
時
か
ら

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

通
学
費
年
額
２
万
円
を

補
助
し
ま
す

　

芦
屋
町
に
住
ん
で
い
る
高
校
生
な
ど

の
通
学
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

年
額
２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

※�

申
請
の
前
に
必
ず
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
学
校
教
育
課

窓
口
で
配
布
し
て
い

る
手
引
き
書
を
読
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽��
対
象　
高
校
生
な
ど
（
原
則
と
し
て

18
歳
に
な
る
年
度
末
ま
で
）
の
保
護

者
。た
だ
し
、次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

●�

令
和
６
年
度
中
の
定
期
券
に
対
し
、

芦
屋
町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
金
の

半
額
補
助
を
受
け
て
い
る
人

●�

申
請
時
点
で
芦
屋
町
に
居
住
（
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
）
し
て
い
な
い
人

●�
生
活
保
護
や
そ
の
ほ
か
の
通
学
費
補

助
を
受
け
て
い
る
人

●�

同
一
世
帯
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
あ

る
人

●�

同
一
世
帯
に
暴
力
団
員
、
ま
た
は
暴

力
団
関
係
者
が
い
る
人

▽�

申
請
時
期　
１
月
６
日
月
～
２
月
28

日
金

▽��
申
請
に
必
要
な
も
の　

①�

芦
屋
町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
金（
定

額
）
交
付
申
請
書

※�

申
請
書
と
手
引
き
書
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
（
記
入
例
も
掲
載
）。
ま
た
、
学

校
教
育
課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

②�

在
学
証
明
書
（
令
和
６
年
12
月
1
日

以
降
の
も
の
。
生
徒
手
帳
不
可
）

③
振
り
込
み
を
希
望
す
る
通
帳
の
写
し

▽��
申
請
方
法　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
電
子
申
請

が
で
き
ま
す
。
電
子

申
請
が
で
き
な
い
人

は
必
要
書
類
を
持
参
し
、
学
校
教
育
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

通
学
費
2
万
円
補
助
を
希
望
す
る
場

合
は
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

▽�

交
付
日　
交
付
決
定
後
、
4
月
に
交

付
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
７
）

令
和
７
年
度
学
童
ク
ラ
ブ
の

入
会
児
童
募
集

　

令
和
７
年
度
に
学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会

を
希
望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

対
象　
町
内
の
小
学
校
に
在
校
し
て

い
て
、
就
労
な
ど
で
保
護
者
が
日
中

家
庭
に
い
な
い
児
童

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
入
会
を
制

通学費補助
町ホームページ

通学費補助
電子申請

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

子
育
て

年
末
年
始
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限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�
開
設
時
間　
月
～
金
曜
日
＝
下
校
時

～
午
後
６
時
30
分
、
土
曜
日
・
休
校

日
＝
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30

分
（
日
祝
日
、盆
、年
末
年
始
は
休
み
）

▽��

保
育
料　
月
額
６
０
０
０
円
（
保
育

日
数
が
15
日
以
下
の
場
合
は
月
額
４

０
０
０
円
）

※
減
額
・
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※�

お
や
つ
代
１
日
１
０
０
円
が
別
途
必

要
で
す
。

▽�

申
込
期
間　
２
月
３
日
月
～
21
日
金

▽�

申
込
場
所　
健
康
・
こ
ど
も
課
窓
口

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

入
会
申
込
書
、

保
護
者
の
勤
務
先
の
就
労
証
明
書
、

学
童
ク
ラ
ブ
利
用
に
関
す
る
同
意
書
、

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
８
０
０
円
な
ど

※�

様
式
は
、
各
学
童
ク

ラ
ブ
と
健
康
・
こ
ど

も
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
７
）

１月の日曜開館日　５日・19日

※�日程は天候などで変更になる場合があります。ま
た、事前に電話予約が必要なものもあります。申し
込みや問い合わせは、直接、園へお願いします。

◦認定こども園�芦屋中央幼稚園（☎２２２‐０３２７）
とき

（10：00～11：30） 内　容

　１月 20日月 プロ講師による「体育あそび」
全身を使ってあそぼう（親子 25組）

　２月 26日水 在園児（年少さん）と楽しくあそぼう
（親子 25組）

　３月 13日木 プロ講師による「絵画造形」
（親子 25組）

◦愛生幼稚園（☎２２３‐０３５８）
とき

（10：00～11：00） 内　容

　１月 23日木 サーキットあそび
　２月 14日金 体育教室見学
　３月５日水 在園児とあそぼう

幼稚園・保育所・認定こども園

������園開放日１月  ～３月

学童クラブ
町ホームページ

♥絵本タイム

　 ▽ �とき　１月 17日金
　　午前 11時～ 11時 30分
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　１月 20日月
　　午前 11時～ 11時 30分
♥�すくすく広場「楽しい歯の話」（５組限定）

　 ▽ �とき　１月 30日木・午前 10時～ 11時
　※１月 16日木から予約開始
♥育児相談
　【たんぽぽ相談】保健師・管理栄養士による相談

　 ▽ �とき　１月 14日火・午前 10時～正午

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前のこどもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

�「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

　 ▽ �持ってくるもの　あしやすくすくファイル、
母子健康手帳

　※町外の人も相談できます。
　【ほほえみ相談】�
　　小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　１月８日水・午前 10時～正午

　 ▽ �ところ　中央公民館

　 ▽ �問い合わせ　健康づくり係
　　（☎２２３‐３５３３）
　※予約は町内に住んでいる人のみできます。
　【離乳食の日】
　　管理栄養士による栄養指導と進め方相談
　　�１月の相談日はありませんが、気になること
があれば、気軽に電話をしてください。

　※次回は、２月 18日火です。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　１月 15日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�絵本やおもちゃを用意して待って
います。

広報あしや　2025. １⑮ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　

運
動
不
足
の
解
消
や
筋
力
ア
ッ
プ
に

家
で
で
き
る
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
簡

単
な
運
動
）
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

１
月
28
日
火
・
午
前
９
時
30

分
～
正
午
（
受
け
付
け
は
９
時
15
分

か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
の
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　

１
月
21

日
火
ま
で
に
２
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

成
分
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　

１
月
23
日
木
・
午
後
０
時
50

分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
く
ろ
さ
き
ク
ロ
ー
バ
ー（
八

幡
西
区
西に
し
ま
が
り
ま
ち

曲
里
町
）

※�

役
場
玄
関
前
に
集
合
後
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▽�

内
容　
成
分
献
血（
血
小
板・血
し
ょ
う
）

みんなで元気に
なろうや！講座

　高齢者肺炎球菌定期予防接種費用の一部を公費で負担します。接種し
ていない人は早めに接種しましょう。ただし、すでに肺炎球菌ワクチン（ニ
ューモバックスＮＰ）を接種したことのある人は対象外です。

●費用　２５００円（課税世帯）
　※�生活保護受給者と町民税非課税世帯（家族全員が非課税）の人は無料です。無料の人は、
次のいずれかの書類を接種前に医療機関へ提示してください。

　　�生活保護証明書類（診療依頼書）、後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証、
介護保険負担限度額認定証、介護保険特定負担限度額認定証、介護保険料額決定通知書（所
得段階１・２・３）、「中国残

ざんりゅう
留邦

ほうじん
人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留

邦人等及び特定配偶者の自立支援に関する法律」に基づく本人確認証
　※�無料対象者で書類を持っていない人は、接種前に健康づくり係で手続きが必要です。本
人確認書類を持って、健康・こども課窓口で手続きしてください。

　※�対象者と世帯が異なる（住民票が同じであっても世帯分離をしている場合を含む）人が
代理申請をする場合は、委任状が必要です。

●対象
　① �65 歳の人（65歳の誕生日の前日～ 66歳の誕生日の前日）
　② �60 歳以上 65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能、もしくはヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能に障がい（身体障害者手帳１級程度）があり、医師が接種を必要と認めた人

●福岡県予防接種広域化実施医療機関で接種できます
　�【町内の医療機関】芦屋中央病院（☎２２２‐２９３１）、おのむら医院（☎２２２‐１２
３４）、柿

かき ぎ
木医院（☎２２３‐００２７）、須

す こ
子医院（☎２２３‐０１２６）、聖

せいわかい
和会クリニ

ック (☎２２３‐１１１２)、花
はなみざか
美坂クリニック (☎２２３‐２５００）

　※�福岡県予防接種広域化実施医療機関以外で接種する場合は、事前に高齢者予防接種依頼
書の交付を受けてください。

高齢者肺炎球菌の定期予防接種は済みましたか

●問い合わせ　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）

広報あしや　2025. １ ⑯
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康



▽�
対
象　

血
小
板
成
分
献
血
＝
男
性
は

18
～
69
歳
、
女
性
は
18
～
54
歳
。
血
し

ょ
う
成
分
献
血
＝
18
～
69
歳
。た
だ
し
、

65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～
64
歳
の
間

に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
み
。

い
ず
れ
も
体
重
が
45
㎏
以
上
の
人

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
会
員
ア
プ
リ「
ラ

ブ
ラ
ッ
ド
」
ま
た
は
献
血
カ
ー
ド
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　

１
月
15
日
水
ま
で
に
健

康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３

３
）
へ

ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ

芦
屋
町
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

ア
プ
リ
で
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
応
募

す
る
と
、
芦
屋
町
商
工
会
商
品
券
が
抽

選
で
当
た
り
ま
す
。

▽��

１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス　
５
０

０
円

▽��

３
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

コ
ー
ス　

５
０
０
円

～
２
０
０
０
円

※�

応
募
で
き
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
１
つ

の
コ
ー
ス
で
す
。

※�

当
選
者
の
発
表
は
、
商
品
券
の
発
送

に
て
行
い
ま
す
。

▽��
応
募
方
法　
ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン

ト
ア
プ
リ
内
の
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応

募
」
か
ら
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。

▽��
応
募
期
間　
１
月
１
日
水
～
２
月
28

日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

ひ
き
こ
も
り
相
談
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
、
ひ
き
こ
も
り
の

状
況
に
あ
る
本
人
や
家

族
の
悩
み
を
、
福
岡
県

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
聞
き
ま
す
。

　

気
持
ち
を
話
す
こ
と
で
状
況
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
２
月
５
日
水
・
午
前
10
時
、
午

後
１
時
、
３
時
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
ひ

き
こ
も
り
状
態
の
人
（
お
お
む
ね
18
歳

以
上
）
と
そ
の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
各
時
間
帯
１
人
（
事
前
申
し
込

み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

障
が
い
者
・
生
活
支
援

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）
へ

成
年
後
見
制
度
の
無
料
出
張
相
談

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
は
、
生
活
費
の
管
理
が
う
ま
く
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
で
必
要

の
な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の

問
題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成

年
後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
人
の
権
利

や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

　
北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の

社
会
福
祉
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
１
月
22
日
水
・
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ
の

家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

１
月
６
日
月
か
ら
芦
屋

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

課
内
）（
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
芦
屋
町
、
岡
垣
町
、

遠
賀
町
の
順
に
出
張
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
生
活
保
護
無
料
相
談
会

　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
に
よ
る
生
活

保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

仕
事
や
生
活
、
住
ま
い
な
ど
に
対
す
る

経
済
的
な
不
安
に
、
司
法
書
士
が
電
話

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▽�
と
き　

１
月
26
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
６
時

▽�
相
談
方
法　
電
話
相
談
（
☎
〈
０
１

２
０
〉
０
５
２
‐
０
８
８
）

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
☎
３
８
３
‐
７
０
９
６
）

福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校

乳
幼
児
教
育
相
談

　

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
乳
幼

児
（
０
～
５
歳
）
と
そ
の
保
護
者
が
対

象
で
す
。
こ
ど
も
の
聞
こ
え
や
言
葉
の

育
ち
に
不
安
が
あ
る
人
は
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。�

　

あ
わ
せ
て
、
令
和
７
年
度
の
幼
稚
部

（
聴
覚
障
が
い
教
育
部
門
）
入
学
者
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽�

対
象　

０
～
５
歳
の
聞
こ
え
な
い
・

聞
こ
え
に
く
い
乳
幼
児
。
こ
ど
も
の

聞
こ
え
や
言
葉
の
育
ち
に
不
安
が
あ

る
保
護
者

▽�

と
き　
月
～
金
曜
日
①
午
前
10
時
45

分
～
正
午
②
午
後
１
時
～
２
時
20
分

③
午
後
3
時
30
分
～
4
時
30
分

※�

要
予
約
（
１
回
60
～
80
分
）

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
立
直
方
特
別
支

援
学
校
聴
覚
障
が
い
教
育
部
門
乳
幼

児
教
育
相
談
（
担
当�

岡
野
）（
☎
〈
０

９
４
９
〉
２
４
‐
５
５
７
０
）

ふくおか健康
ポイントアプリ
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相
談



人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

１
月
９
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

◎�

１
月
23
日
木
＝
橋
本
求も
と
む
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

老
人
憩
の
家
管
理
人
募
集

　

町
が
設
置
し
、
芦
屋
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
管
理
す
る
老
人
憩
の
家
の
管
理

人
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

仕
事
内
容

①�

ボ
イ
ラ
ー
や
防
火
設
備
の
操
作
と
管

理
、
浴
場
の
清
掃
・
点
検
、
憩
の
家

管
理
事
務
な
ど

②�

利
用
者
の
応
対
、
館
内
の
清
掃
・
点

検
な
ど

▽�

募
集
人
数　
①
②
と
も
若
干
名

▽�

雇
用
期
間　
４
月
～
令
和
８
年
３
月

▽�

勤
務
時
間　
①
②
と
も
原
則
午
前
９

時
～
午
後
５
時
の
隔
週
勤
務

※�

日
曜
日
・
盆
・
年
末
年
始
は
休
館
日

▽�

賃
金　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

規
定
に
よ
る

▽�

申
し
込
み　
１
月
31
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
２
２

‐
２
８
６
６
）
へ

※�

所
定
の
申
込
書
（
芦
屋
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
面
接
を
行
い
ま
す
。
面

接
日
時
は
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

認
定
調
査
員
募
集

　
介
護
保
険
に
関
す
る
訪
問
調
査
業
務

を
行
う
調
査
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▽�

募
集
人
数　
1
人
（
会
計
年
度
任
用

職
員
）

▽�

試
験
日　
一
次
試
験
＝
1
月
26
日
日
・

午
前
10
時
か
ら
、
二
次
試
験
＝
２
月

16
日
日
・
午
前
10
時
か
ら

▽�

受
験
資
格　
次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①��

保
健
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・
社

会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
・
介
護
支

援
専
門
員
い
ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る

②��

自
家
用
車
（
２
輪
車
を
除
く
）
で
の

調
査
活
動
が
で
き
る

情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況を公表します

　芦屋町情報公開条例第14条（運用状況の公表）と芦屋町個人情報保護法施行条例第13条（施
行の状況の公表）に基づき、公文書の公開請求、個人情報の開示などの請求とその結果を公表します。
●令和５年度情報公開状況

受付場所 総務課 ボートレース
事業局 教育委員会 議会事務局

公　開 1件 2件 0件 0件
一部公開 15件 1件 0件 1件
非公開 1件 0件 0件 0件
合　計 17件 3件 0件 1件

●情報公開審査請求件数　０件
●令和５年度個人情報開示状況

受付場所 総務課 ボートレース
事業局 教育委員会 議会事務局

開　示 0件 0件 0件 0件
一部開示 0件 0件 0件 0件
非開示 0件 0件 0件 0件
合　計 0件 0件 0件 0件

●個人情報開示審査請求件数　０件

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

相
談
・
募
集

広報あしや　2025. １ ⑱



③��
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
字
入
力
が
で
き
る

▽�
雇
用
期
間　
４
月
～
令
和
８
年
３
月

勤
務
時
間
は
午
前
８
時
45
分
～
午
後

５
時
（
週
4
日
勤
務
で
、
雇
用
延
長

あ
り
）

▽�

報
酬　
月
20
万
円
程
度
（
社
会
保
険
・

雇
用
保
険
・
通
勤
手
当
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

１
月
15
日
水
・
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
、
遠
賀
郡
内
各
町
役

場
介
護
保
険
担
当
課
ま
た
は
介
護
保

険
広
域
連
合
遠
賀
支
部
窓
口
へ

※�

申
込
用
紙
は
、
福
祉
課
窓
口
や
介
護

保
険
広
域
連
合
遠
賀
支
部
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
遠
賀
支
部
（
☎
２
９
１
‐
５

２
６
６
）

美
化
巡
視
員
募
集

▽�

職
種　
美
化
巡
視
員
（
委
託
契
約
）

▽�

内
容　
町
内
の
廃
棄
物
の
巡
視
や
処

理
、
清
潔
保
持
の
た
め
の
業
務
な
ど

▽�

募
集
人
数　
１
人

▽�

勤
務
形
態　

週
１
日
（
土
日
祝
休
日

を
除
く
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

正
午
か
ら
１
時
間
の
休
憩
あ
り

▽�

各
種
保
険　
社
会
保
険
・
雇
用
保
険

な
し
、
就
業
時
災
害
普
通
傷
害
保
険

あ
り

▽�

資
格　
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
A
T

限
定
可
）

▽�

賃
金　
日
額
４
４
８
８
円

▽�

申
し
込
み　
1
月
14
日
火
～
31
日
金

に
環
境
・
公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３

５
３
８
）
へ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
企
画
展

「
芸
術
家
の
た
ま
ご
展
」

　

福
岡
県
小
学
校
児
童
画
作
品
展
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
芦
屋
町

内
小
中
学
校
、
北
筑
豊
地
区
中
学
校
文

化
連
盟
の
生
徒
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

授
業
や
部
活
動
な
ど
で
制
作
さ
れ
た
作

品
が
一
斉
に
集
ま
る
、
年
に
一
度
の
機

会
で
す
。

▽�

と
き　
１
月
25
日
土
～
２
月
16
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

問
い
合
わ
せ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

（
中
央
公
民
館
内
☎
２
２
２‐１
６
８
１
）

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

令
和
６
年
度

特
別
支
援
教
育
講
演
会

▽�

と
き　

１
月
24
日
金
・
午
後
６
時
30

分
～
８
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後

６
時
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽�

演
題　
「
社
会
人
に
な
る
前
に
い
ま
で

き
る
こ
と
」

▽�

講
師　
桑
原�

由
美
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
発
達
障
が
い
者
就
労
支
援
「
ゆ

あ
し
っ
ぷ
」
代
表
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
７
）

お
知
ら
せ

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカード
の申請や受け取りができない人のために、
次の日程で休日窓口を開設します。
※�急きょ中止になる場合は、ホームページ
に掲載します。

▽ �とき　１月 26日日・午前８時 30分～正午

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申請書
貼付写真（ない場合は申請時に無料で撮影）、通知
カード、本人確認書類、住民基本台帳カード（持
っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確認書
類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）
※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証など
の顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写真が
ないものは２点必要です。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けなど
は行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行訓
練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　１月14日火・15日水の日没～午後９時ごろ（予
備日＝ 16日木・20日月・21日火・22日水・23日木）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合、翌日以降を予備日として実施します。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

マイナンバー
カード休日窓口

広報あしや　2025. １⑲ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た　

　

新
し
い
民
生

委
員
・
児
童
委

員
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
氏
名　
坂
尾�

貢み
つ
こ子
さ
ん

▽
担
当
自
治
区　
中
ノ
浜

※�

そ
の
ほ
か
の
地
区

の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
福
祉
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

新
春
特
別
呈
茶

　

年
の
始
め
に
茶
室
で
抹
茶
を
一
服
い

か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　
１
月
４
日
土
～
５
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
受
け
付
け

▽�

内
容　
和
菓
子
と
抹
茶

※�

お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
７
０
０
円
、
小
中

高
校
生
４
０
０
円(

入
館
料
と
お
茶

代)

、未
就
学
児
３
０
０
円
（
お
茶
代
）

❷ 

節
分
特
別
呈
茶

　

大
人
も
こ
ど
も
も
楽
し
め
る
特
別
呈

茶
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

と
き　
２
月
１
日
土
～
２
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
受
け
付
け

▽�

内
容　
節
分
の
お
菓
子
と
抹
茶

※�

お
点
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
７
０
０
円
、
小
中

高
校
生
４
０
０
円(

入
館
料
と
お
茶

代)

、未
就
学
児
３
０
０
円
（
お
茶
代
）

❸�

芦
屋
室
町
茶
会

　

芦
屋
釜
が
使
わ
れ
た
室
町
時
代
の
茶

会
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
、
抹
茶
を
飲
み

当
て
る
闘
茶
会
を

行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
９

日
日
・
①
午
前

11
時
～
正
午�

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分�

③
午

後
３
時
～
４
時

▽�

対
象　
中
学
生
以
上

▽�

定
員　
各
回
８
人
（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

料
金　
18
歳
以
上
１
１
０
０
円
、
中
高

校
生
７
０
０
円
（
入
館
料
と
お
茶
代
）

▽�

申
込
期
間　
１
月
19
日
日
～
２
月
２

日
日

【
共
通
項
目
】

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋
釜
の
里

（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

※
❶
❷
＝
事
前
申
込
不
要�

❸
＝
要
予
約

�

※�

平
日
の
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月
曜
祝

休
日
の
場
合
は
翌
平
日
が
休
館
で
す
。

お
知
ら
せ

若松税務署から
確定申告に関するお知らせ

▽ �とき　２月17日月～３月17日月・午前９時～午後４時
※�土日祝休日は休み。ただし、３月２日日は、ＡＩＭ
ビル３階（小倉北区浅野）で申告相談を行います。

▽ �ところ　若松税務署（若松区本町若松港湾合同庁舎２階）
※�駐車場は数に限りがありますので、周辺の有料駐車
場を利用してください。

▽ �注意事項
⃝�税務署の確定申告会場への入場には入場整
理券が必要です。入場整理券は会場で当日
配布しますが、ＬＩＮＥアプリを使用すれば
事前発行ができます。
⃝�税務署の確定申告会場では、スマートフォンを持って
いる人は、原則、自分のスマートフォンで申告書を作
成してください。
　※�マイナンバーカード、マイナンバーカード交付時に
設定した暗証番号（署名用：英数字６～16
桁、利用者証明用：数字４桁）が必要です。

　※�マイナポータルアプリをインストールする
必要があります。

▷�問い合わせ　若松税務署　（☎７６１‐２５３６）

若松区役所

若松港湾合同庁舎
2階申告会場

JR若松駅

至若戸大橋

市
民
会
館

サ
ン
リ
ブ

国税庁 LINE

マイナポー
タルアプリ

民生委員・児童委
員町ホームページ

広報あしや　2025. １ ⑳芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



パブリックコメントとは　
　町の基本的な計画などを策定
する過程で、その計画などの趣
旨、目的、内容などを公表し、
広く住民などから意見を求め、
その意見を考慮して町の意思決
定を行うためのしくみです。

皆さんの声をまちづくりに
パブリックコメント（意見）募集

【意見募集】　次の❶～❷の素案に対する、皆さんの意見を募集します。

❷ 芦屋町人口ビジョン（素案）、第 3 期芦屋町まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）
　�　芦屋町の人口の現状を分析し、将来展望を示した「芦屋町人口ビジョン」の改訂を進めています。あ
わせて、人口ビジョンの将来展望を実現するため、人口減少の克服や地方創生に向けた目標や施策など
を定めた「芦屋町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定を進めています。

❶芦屋町こども計画（素案）
　�　社会環境の変化や、芦屋町のこどもや子育
て家庭を取り巻く状況などを踏まえ、こども・
子育て支援に向けた取り組みをさらに効果的
かつ総合的に推進していくことを目的として
目標や施策などを定めた「芦屋町こども計画」
の策定を進めています。

【❶～❷共通事項】

▽ �素案の配布場所　
⃝役場１階総合案内
�⃝�役場各課窓口（❶=１階健康・こども課、❷=
２階企画政策課）
⃝中央公民館、芦屋東公民館、山鹿公民館
⃝町民会館　⃝総合体育館
※�町のホームページからもダウンロードできます。

▽ �対象　町内に住んでいるか、通勤・通学している人

▽ �意見受付期間　12 月 25 日水～１月 24日金（郵
送の場合は１月 24日金必着）

▽ �意見に対する対応　提出された意見は、計画策
定の参考とします。意見は住所、氏名などの個人
情報を除き、町の考え方と合わせて公表します。
なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷や匿名の意見、電話による意見
は受け付けできません。
　また、提出者に対する個別回答は行いません。
※提出された意見は返却しません。

【提出方法】　所定の様式、または任意の様式に必要事項（住所、氏名、年齢、連絡先）と意見を記入し、
郵送・持ち込み、ファクス、電子メールのいずれかで提出してください。

❶ ❷
郵送・
持ち込み

〒８０７- ０１９８　（住所記入不要）芦屋町役場

健康・こども課�子育て支援係 企画政策課�企画係

ファクス ２２３‐３９２７

メール
アドレス kosodate@town.ashiya.lg.jp 　kikaku@town.ashiya.lg.jp

問い合わせ 子育て支援係（☎２２３‐３５３７） 企画係（☎２２３‐３５７０）

広報あしや　2025. １㉑



消費者ホットニュース

＜事例＞
　近所の空き店舗に新しく入った店では、
食料品などが安く売られており、食用油や
食パン、ティッシュぺーパーなどを無料で
配っていた。「健康についての話」を面白お
かしくスタッフが話し、とても楽しかった。
友人を誘って毎日のように通い、店内にあ
るマッサージ機器で身体をほぐしていた。
数か月経った頃「この店舗は、次の場所へ
移動する」と言われ、仲良くなったスタッ
フとはもう会えないのだと寂しくなった。
マッサージ機器をしきりに勧められ断り切
れず契約してしまった。機器は 100 万円と
高額だ。後悔している。
� （60歳代、女性）

＜アドバイス＞
■�このような商法は「展示会商法」「催眠商
法」「SF商法」などと呼ばれています。
■�スタッフに勧められるまま、意図せず契
約してしまった場合はクーリング・オフ
の対象となります。
■�年末年始の契約は相
談窓口が閉庁するた
め、トラブルに巻き
込まれた際に相談で
きず、クーリング・
オフの期間が経過し
てしまうリスクがあ
ります。「年末年始
の契約はしない」と
決めてしまうことも
大切です。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）

無料に釣られて通ったら・・・
高額なマッサージ機器を買う
ハメに！

20 歳になったら国民年金
　国民年金は、年を取ったときや病気、けがで障がいが残ったときなど、いざという時の生活を現役世代み
んなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上 60歳未満の日本国内に住んでいる人は、国民年金に加入することが義務付けられています。
　20歳になった人には国民年金加入のお知らせ、保険料の納付書が送られてきます。保険料を納めることが
経済的に困難な場合には、保険料免除・納付猶予制度があります。また、前年所得が基準以下の学生を対象
とした、保険料納付が猶予される学生納付特例制度があります。保険料を未納のままにした場合、障害基礎
年金や老後の年金が受け取れなくなる場合があります。
　なお、20歳になった時点で厚生年金保険に加入している人、加入している人に扶養されている配偶者は、
国民年金加入の手続きは不要です。
▷問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

「公的年金等の源泉徴収票」が送られます
　令和６年中に老齢または退職を支給事由とする年金を受け取った人には、１月中旬～下旬にかけて、「令
和６年分公的年金等の源泉徴収票」が日本年金機構から送られます。
　これは、令和６年分として支払われた年金の金額や年金から差し引かれた所得税額などをお知らせするものです。
　源泉徴収票は、所得税や復興特別所得税の確定申告などで必要ですので、大切に保管してください。なお、障害
年金や遺族年金は非課税のため、源泉徴収票は送られません。
▷�問い合わせ　八幡年金事務所（☎６３１‐７９６２）

みんなの 
ね・ん・き・ん

広報あしや　2025. １ ㉒



芦屋町公式ＬＩＮＥ

●
古
印
づ
く
り
と
金き
ん
ぶ
ん文

　
新
人
学
芸
員
が
、芦
屋
町
の
歴
史
を
基

本
か
ら
探
る
不
定
期
連
載
第
2
回
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
芦
屋
鋳
物
師
講
座
の
一
つ
で
あ
る「
古

印
づ
く
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。「
古
印
」

と
は
、古
代
の
役
所
な
ど
で
使
わ
れ
た
き

の
こ
形
の
印
章
の
こ
と
で
す
。

●
錫す
ず
の
古
印
づ
く
り

　
芦
屋
釜
の
里
で
は
、芦
屋
釜
や
芦
屋
鋳

物
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
芦

屋
釜
と
同
じ
よ
う

な
製
作
技
法
を
体

験
で
き
る
錫
の
古

印
づ
く
り
な
ど
の

鋳
物
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
卒
業
記
念

で
錫
の
古
印
を
製
作
し
ま
す
。錫
の
古
印

づ
く
り
は
芦
屋
釜
の
産
地
で
あ
る
芦
屋

町
で
し
か
で
き
な
い
体
験
で
す
。

　
古
印
の
印
面
に
彫
る
漢
字
は
、古
代
中

国
で
金
属
に
書
か
れ
た
「
金
文
」
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、約
３
０
０
０
年
前
の
中

国
で
生
ま
れ
た
漢
字
が
ど
の
よ
う
に
変

遷
し
た
か
、
そ
の
歴
史
を
辿た
ど
り
な
が
ら
、

金
文
を
紹
介
し
ま
す
。

●
漢
字
の
変
遷

　
最
古
の
漢
字
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、

殷い
ん
時
代
後
期(

紀
元
前
14
～
前
11
世
紀)

か
ら
使
わ
れ
た
甲こ
う
こ
つ骨
文
字
で
す
。亀
の
甲

羅
や
牛
の
骨
に
占
い
の
結
果
を
刻
ん
だ

こ
と
か
ら
、
甲
骨
文
字
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

甲
骨
文
字
に
続
い
て
登
場
す
る
金
文

は
、
殷
・
周
し
ゅ
う
時
代
、
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ

た
古
代
文
字
で
す
。
金
文
は
、
西せ
い
し
ゅ
う周時

代
（
前
１
０
４
５
～
前
７
７
１
）
に
鼎
か
な
え

（
祭さ
い
し祀
に
使
わ
れ
た
青
銅
器
）
に
鋳い

こ込
ま

れ
た
も
の
が
有
名
で
す
。芦
屋
釜
の
里
で

は
、
京
都
市
の
泉せ
ん
お
く屋
博は
く
古こ
か
ん館
と
共
同
で
、

こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
金
文
を
鋳
込
む

方
法
を
研
究
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、泥

水
を
つ
け
た
筆
で
鋳
型
に
文
字
を
書
き
、

金
属
を
流
し
込
む
こ
と
で
、文
字
を
青
銅

器
に
表
し
た
の
で
は
と
い
う
新
た
な
結

論
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、青
銅

器
や
書
の
研
究
者
か
ら
大
変
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

金
文
が
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
西
周
時

代
が
終
わ
り
、春
秋・戦
国
時
代（
前
７
７

０
～
前
２
２
１
）
に
入
る
と
、地
域
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、中
国
を
統
一
し
た
秦し
ん
（
前
２
２

１
～
前
２
０
６
）の
始
皇
帝
が
文
字
の
統

一
を
図
り
、
作
ら
れ
た
の

が
篆て
ん
し
ょ書
で
す
。
点
画
が
複

雑
な
篆
書
は
次
第
に
簡
略

化
さ
れ
、
隷れ
い
し
ょ書
が
登
場
し

ま
す
。
隷
書
は
、後
漢
時
代

（
25
～
２
２
０
）
に
な
る
と

公
用
文
に
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
篆
書
・
隷
書
は
、
現

在
で
も
印
鑑
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
隷
書
が

時
代
と
と
も
に
変
化
し
、

私
た
ち
が
普
段
使
っ
て
い

る
楷か
い
し
ょ書
へ
と
変
化
し
ま
し

た
。

　
漢
字
の
変
遷
を
と
お
し
て
、金
文
の
こ

と
を
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、い
か
が
で
し

た
か
。鋳
物
講
座
は
年
間
4
回
程
度
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
人
は
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
四
十
四

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
広
報
あ
し
や
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
裏
表
紙
に
掲

載
し
て
い
る
１
０
０
歳
の
お
祝
い
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
永
井
さ
ん
か
ら
聞

い
た
長
寿
十
訓
を
皆
さ
ん
に
共
有
し

た
い
と
思
い
ま
す
。『
少
肉
多
菜
』
肉

よ
り
サ
ラ
ダ
が
主
役
。『
少
塩
多
酢さ

く

』

食
塩
を
減
ら
し
て
酢
を
多
く
。『
少
糖

多
果
』
菓
子
よ
り
も
果
物
を
。『
少
食

多
齟ぎ

ょ
う』
腹
八
分
で
よ
く
か
む
。『
少
煩は
ん

多
眠
』
ク
ヨ
ク
ヨ
せ
ず
に
よ
く
眠
る
。

『
少
怒
多
笑し

ょ
う』
あ
ま
り
怒
ら
ず
い
つ
も

笑
顔
で
。『
少
言げ

ん
多
行ぎ
ょ
う』
ブ
ツ
ブ
ツ
言

わ
ず
に
自
分
で
実
行
。『
少
欲
多
施し

』

自
分
の
こ
と
よ
り
他
人
の
た
め
に
。

『
少
衣
多
陽よ

う

』
太
陽
を
浴
び
て
薄
着
。

『
少
車
多
歩ふ

』
乗
る
よ
り
歩
け
。
今
年

は
長
寿
十
訓
を
実
行
し
て
、
健
康
な

一
年
に
し
た
い
で
す
。�

（
野
中
）

▼
今
号
に
特
集
し
て
い
る
あ
し
や
砂

像
展
で
す
が
、
今
年
は
大
雨
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
砂
像

は
水
と
砂
で
で
き
て
い
る
た
め
、
繊

細
に
で
き
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
あ
し
や
砂
像
展
２
０

２
４
は
音
楽
を
テ
ー
マ
に
制
作
さ

れ
、広
報
紙
内
で
は
、崩
れ
る
前
の
作

品
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
す
の
で
、

見
て
く
だ
さ
い
。�

（
篠
塚
）

編

集
後
記

錫の古印

文字の変遷
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1 1 月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人45
人50死亡

人6
人21

令和６年11月末日現在 令和５年11月末日現在
人　口
男　性6,161
女　性6,534
世帯数6,379

人
人 6,286

6,678
6,444 世帯

人
人

世帯

12,695 人 12,964 人

遠賀郡消防合同出初式
▷�とき　１月 12 日日・午前９時 30 分～
11時 30分ごろ
▷�ところ　遠賀町大字広

ひろわたり
渡

　晴天時：遠賀総合運動公園グラウンド
　雨天時：遠賀体育センター
▷�内容　表彰、活動展示、祝賀放水など
※�天候により内容が変わることがあります。
▷�問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

芦屋釜の里で二
は た ち
十歳の

記念写真を撮りませんか
　二十歳を迎える人は無料で入館できま
す。友だちや家族と一緒に、芦屋釜の里の
きれいな風景で写真を撮りませんか。
▷�とき　１月 12 日日～ 13 日月・午前９
時 30分～午後５時（入館は午後４時 30
分まで）
▷�問い合わせ　芦屋釜の里（☎２２３‐５
８８１）

100歳おめでとうございます

　満 100 歳を迎えられた２人を紹介します。

　永井ヨシヱさん（大字山鹿）
は８人兄弟の第１子として生
まれ、子３人、孫 4人、ひ孫
2人に恵まれました。夫婦と
もに大百姓だったという永井
さんの庭には、柿、梅、ビワ
などの果樹やたくさんの野菜
が植えられています。「99 歳
の年は苺を育てていました。
最近は、週３日ほど次男のた
めに食事を作っています」と話すなど、100 歳になって
もとても元気な永井さん。長生きの秘訣を聞くと『少

しょうにく
肉

多
たさ い
菜』『少

しょうはんたみん
煩多眠』などの『長寿十訓』を実践していると

のこと。家族は「母は明るく健康で決して人の悪口を言
わない。４世代で同居していたが、働き者でとても助け
られました」と話していました。

　鈴木チヨ子さん（大字山鹿）
は 10人兄弟の次女として芦屋
町で生まれ、子４人、孫５人、
ひ孫 4人、玄

やしゃご
孫１人に恵まれ

ました。仕事は、漁師の夫を
手伝いイワシの選別をしたり、
素潜りで魚介を採ったりしま
した。寝ずに作業する日もあ
るほど忙しい仕事でしたが、
80歳ごろまで続けたとのこと。
家族は「すごい働き者で、家族にも働くことの大切さを
よく話していた。兄弟みな長生きで、母は特にこの年で
内臓のどこも悪くない健康体」と話していました。鈴木
さんは「同じ施設に１歳年上の人がいる」と言って、こ
れから先の人生にとても前向きな意欲を見せていました。

♥

渋
しぶたに
谷�日

ひ び と
比人ちゃん

（正門町）
令和５年
１月 12日生まれ

ひびとくん、誕生日おめでとう。お姉ちゃ
ん・お兄ちゃんみたいによく笑う明るい元
気な子になってね。

Happy BirthdayHappy Birthday１月大君区の備品が
充実しました
　コミュニティ助
成事業とは、宝く
じの社会貢献広報
事業として、コミ
ュニティ活動に必
要な備品や集会施設の整備、安全な地域
づくりと共生のまちづくりなどに対して
助成を行い、地域のコミュニティ活動の
充実・強化を図るものです。
　大君区では、令和６年度のコミュニテ
ィ助成を受け、自治区活動の拠点となっ
ている公民館の机、いす、冷蔵庫、テレビ、
テントなどの備品を整備しました。必要
な備品などが整備されたことで、自治区
活動をはじめ、さまざまなイベントなど
を安全安心に行うことができるようにな
りました。
▷�問い合わせ　企画係（☎２２３‐３５７０）


